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友愛の日3 乳

千種牒察・消防優良職員表彰ビ 唯
乳 ｽ
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錫"奉仕の理想”

錫出席報告

会員 69(66)名 出職 51名

出席率 77.27％

前々回 1月13ロ（修正ll1職率) 96.97%

囹ビジター紹介 3名

團ゲスト紹介

愛知県千種隣察普署長下平卿氏

野H:| 眞弘氏演冊茶信氏

長縄安氏

名古屋市T撤洲ｿ溜署長小川誠氏

阪野廠美氏l)'･jif l隆弘氏

来日財団奨学生 ジョン君

菊池昭元君、小杉啓彰君、小山雅弘君、 松居

敬二君、三輪康君、三好親君、水野宏君、水野

民也君、西川豊長君、西野英樹君、大谷和雄君、

佐久間良治君、佐野寛君、鈴木理之君、田部井良

和君、竹内眞三君、谷口優君、魚津常義君、吉

田節美君、吉田玄君 ｜く平・小川両署長、他皆様

をお迎えして

へ

|鈴木(理)幹事報告’

l 、本日例会終了後、クラブアセンブリーを開催致し

ますので理事役員各委員長は芙蓉の間にお集まり下

さい。又その後、哩蕊役員会を開催致しますので理

聯役員の方はそのままお残り下さい。

2、次回例会は節分会で2月2日(月)、午後5時より城

山八III簡宮にて開朧致しますので3日(火)の例会はござ

いません。

|田部井社会奉仕委員長挨拶’

本日は社会奉仕委員会活動の年間行事として、千種

鮮察及び消防の催良職員表彰を行いますが、 日頃、

我々が安心して生活できるのも両署のおかげと大変感

IMI1:|Iし上げております。

後礎下平署長・小川瞥長に御挨拶を頂きます。又2

月の友愛の日よりi'ijilif部の方に御参加頂ける聯になり

ました。それから木'二lの樮様は中部経済新|ﾙlに褐放さ

せて頂きます。

へ

二コボックス

林哲央君祝い』|Iがありました。

池田隆君しばらく御無沙汰しました。

小林明君鷺谷さんありがとうございました。

鴬谷龍男君小林さん有難うございました。

鈴木正男君小林さん、鷺谷さんありがとうござい

ました。

舎人経昭君先|,|は食べ歩き会の艀様、ありがとう

ございました。

和田正敏君渡辺さん、よくﾉ笑って来ましたね。

渡辺辰夫君先週の例会では大変ご迷惑をおかけし

て申し訳ございませんでした(, #l11.lI先生ありがとうご

ざいました。

黒野貞夫君、山本眞輔君木IJ， 1 |1 |:I新聞で紹介

して頂きました。 ｜ﾘl 1 lから名古Ig1-1"IM雌します。よ

ろしく御高覧の畷。

足立一成君、秋山茂則君、青山敏郎君、二村

聰君、釜谷健一君、神崎住惠さん、河村政孝君、

‘こ'‘言語言，‘冒鐺こ寮千種警察・消防優良職員表彰.こ'‘琴‘こ轌二器こ‐

③千種警察署

③千種消防署

<倣称略〉
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|’|’ 本年度会長テーマ 思いやり{の心を邸 泰緬は再生紙を使附しております。
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であり、千種磐察料でも重点的において一生懸命頑張

ります。そして区民の皆さんにご迷惑のかからない様

に治安維持に全力を尽くしてまいります。本'二Iは人変

ありがとうございました。

|小川名古屋市千種消防署長挨拶’

*[lは私どもの職員が表彰を

いただき、 ありがとうございま

した。私どもの表彰といいます

と署長質がありまして紙切れ・

枚で済ませているんですが今|~｜

拝見しておりますと記念品も噸

け、 とても頭みのある賞に私も

自分を推騰すれば良かったかな

今朝、出柵けに1通の手紙がlII
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賞状及び記念品贈呈

i - '縄､i:1IPi|下平愛知県千種警察署長挨拶’

本I｣は普貝の為に表彰を頂き

有雌うございました。今ll'lの受

賞は本人ばかりでなく全蒋員の

大きな励みになるリドと思いま

す。 l l噸ロータリーの侍様には

瞥察に対･し深い御哩解と御協ﾉ］

を賜ります事をこの席を借りて

厚く御礼申し上げます一つ御

とも思っております。今朝、出柵けに1通の手紙がIIII

き、以前救急車で病院までお世話した家族の方から救

急貝に適切な処置に対するお礼状を頂きました。昨年

1年間で救急fiiの喫請が65.204件あり名古壗Iif内では

1 1 l180件、千繩|><では1年|間lに4,629件、 lu13{'I:,'ll

助いたしました。 さて火災の方ですが火事による洲りj

IIiの出動は昨年、市|ﾉ1では12151'|:、その内放火によ

る火災が372件と全体の30％をしめています。大都市

の|噸向としまして色々な人極がj帥える甥により、良か

らぬ考えの人が火をつけたり、昨年の中区の日産生命

館で会社員が仕'|Iによるノイローゼで火をつけるなどの

ケースが増えてきているのであります。R頃、救急Iii

や消防車は縁がない方がいいわけですから皆様のご家庭

j<a,II業所においても注意をして頂きますとともに洲りj

‘将にご理解をいただきますようお伽い1IIし上げます。

へ

報告をさせて噸きますが先| |守1I1警察醤から留瞳人が

逃走した'|i件ですが先雁大阪櫛|ﾉﾘで逮llliしたと知らせ

が入りました。その間、 ヤテ様には不安感を'j.え人変申

し訳ありませんでした。今後その様な!Ifがないよう厳

しくやっていきたいと思っております。現在、犯罪と

いうのが全l lil的に傾向が変わってきておりまして1つ

は犯罪肯が低ｲﾄ齢化してきたという半です。検挙して

みると13～15才.1,,/Xの子供がﾉ<人顔負けの犯罪を起こし

ます。又、外l lil人による犯罪も多く千種|><|ﾉﾘにおいて

把握している数だけでも3,302人を数え、する'liが荒

っぽく、いつどこに行ってしまうか把握できない為、

企国的に犯ﾘ|』検挙率が低く、弊察全体で蚊をﾘ'iiめてい

ると|5111#に糸l1織への対･策を|‐分にとって対肥している

わけでございます≦その次に心配なのが紫ﾉJI､llであり

まして、先I Iも千種管|ﾉ1でハチンコ店が光I金を取ら

れた強盗‘|｛件があり、逮州し現在取り調べ!|｜です。こ

の3つがfl lil的に対応しなければいけない犯罪の|唄向

|松居会長挨拶’
へ

皆さん、 こんにちは〃

本|｣は優良職興表彰という,lfで僻察、洲防l'lj料から

職典の方々をお迎えしての例会でございます。千樋|><

というのは環境が良く文教地区というイメージが強い

のですが、今池のように犯罪の多い所もありこれから

l l;l隙化していきますと益々事件が起こるのではとの心

l'iuもありますが|､.､|え弊察署長より心強い磐備態勢や'li

／ 、

地域社会に貢献する リラクゼイションスペース◆接待・結納・法要などにもご利用ください
◆少人数から20名様まで

（多人数様の場合は出雲会館をご利用下さい）

◆マイクロバスの送迎・駐車場完備

誌し為 ．
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件に対する姿勢をお聞きし安心しているわけでござい

ます。又、消防の方では、我々ロータリークラブも15

年がたちますとご高齢の方も増え、いつ、ご厄介にな

るかも知れません。 ll･l部井君の発案で毎月友愛の日に

警察、消防両署長にも御参加頂き、気軽にお食事をし

て頂きながら懇談し、自分達の地域に関心を持って頂

くと共に理解を深めてまいりたいと思います。

1M開催。彦『…ﾝr…雲r瞳式一
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会長

会長エレクト

副会長

幹事

副幹事

会計

直前幹事

職業奉仕委員長

社会奉仕委員長

国|際奉仕委員長

クラブ奉仕委員長

出席委員長

職業分頽委員長

会報委員長

親睦活動委員長

雑誌委員長

会員選考委員長

会員増強委員長

プログラム委員長

広報委員長

ロータリー情報委員長

ニコボックス委員長

青少年活動委員長

ローターアクト委員長

インターアク|､委員長

環境保全委員長

環境保全副委員長

ロータリー財団委員長

米山記念奨学会委員長

松届敬二君

吉田節美君

笹野義春君

鈴木理之君

石黒正則君

堀江宏輝君

中山信夫君

三輪 康君

田部井良和君

和田正敏君

大口弘和君

河村政孝君

小山雅弘君

伊豫田博明君

釜谷健一君

舎人経昭君

黒野貞夫君

石田耕嗣君

鷺谷龍男君

二村 聰君

西川豊長君

小杉啓彰君

宮尾紘司君

中根三郎君

渡辺辰夫君

谷口 優君

竹内境三君

山木眞輔君

三好 親君

吟…』診…愉唾》…吟一友愛の日c，……泌酔………

囮乾杯水野民也初代会長

中部経済新聞より 1月28日

へ

同
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
千
種

警
察
署
と
千
種
消
防
署
の
優
良

職
員
を
表
彰
し
て
お
り
、
今
回

も
両
署
か
ら
「
職
務
に
精
励
、

他
の
職
員
の
模
範
と
な
る
」
と

し
て
推
薦
の
あ
っ
た
五
人
を
表

名
古
屋
千
種
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
松
居
敬
二
会
長
）
は
二

十
七
日
に
開
い
た
例
会
で
、
千

種
警
察
署
の
職
員
三
人
と
千
種

消
防
署
の
職
皇
一
人
を
優
良
職

員
と
し
て
表
彰
し
た
。

｜
名
古
屋
千
種
Ｒ
Ｃ
ｌ

~
千種譽察署と消防署の

優良職員5人を表彰

繍
表彰される千ﾎ蚕鮭察署と千種消防
署の優良職員の皆さん

へ

◎三年未満出席義務者

彰
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
千
種
警

察
署
か
ら
野
田
眞
弘
（
地
域

課
）
、
濱
田
泰
信
（
交
通
第
二

課
）
、
長
縄
安
（
刑
事
第
一
課
）

の
三
氏
、
千
種
消
防
署
か
ら
は

阪
野
廣
美
（
消
防
菫
一
課
）
、

伊
藤
隆
弘
（
予
防
課
）
の
二
氏
。

松
居
会
長
か
ら
「
今
後
も
地

域
の
防
犯
、
火
災
防
止
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
し
て
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
ら
れ
た
表
彰

者
ら
は
「
こ
れ
を
励
み
に
今
後

も
職
務
に
専
念
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

月度理事会議題

・新入会員候補者承認の件

・ ワープロの件

・青少年交換学生ホストファミリーの件

， 1997～98年度上半期決算報告のfi:

、 1998～99年度各委員会・委員長・副委員長・委

員の件

１

１

２

３

４

５

圏

囮次回例会(2月10日）

“ユネスコ・世界寺子屋運動”

名古屋ユネスコ協会理事長田川清氏

－3－



1997年7～12月 例会出席率（個人別） (23meetings)
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⑨
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⑨
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⑫
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〆
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茨
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熟
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憾
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澱
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．
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膣
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懇
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